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　国民年金に入っている人が海外に引っ越すときや、
海外に住んでいた人が帰国したときに必要になる国民
年金の手続きについてお知らせします。
【問】��日本年金機構　盛岡年金事務所☎623-6211
　　　医療助成年金課年金係☎626-7529
【広報ＩＤ】1003597

国民年金の手続きが必要です！

　帰国して住民票への登録をした場合、20歳以上60歳未満の人は任
意加入の有無にかかわらず、国民年金への加入が必要ですので、窓口
で必ず手続きをしてください。
※�一時帰国などで短期間だけ国内で住民票の登録をした場合でも、
その期間は強制加入の対象になるので手続きが必要です
※�任意加入で付加保険料の納付や口座振替による納付をしていた人
が強制加入後も継続を希望する場合、加入手続き時に再度申請が
必要です

手続き
窓口

●�医療助成年金課年金係
●�都南総合支所税務福祉係
●�玉山総合事務所住民福祉課
●�日本年金機構盛岡年金事務所（松尾町）

　国民年金に加入している自営業や学生、無職の人が海外に住むこと
になったときは、国民年金の加入資格を失います。窓口で必ず喪失の
手続きをしてください。厚生年金加入者に扶養されている人は、厚生
年金加入者の勤め先を通じて喪失の手続きをお願いします。
　また、日本国籍の人は国民年金に任意加入するこ
とができます。

出国前に必要な手続き 帰国したときに必要な手続き

　日本国籍で海外に住む20歳以上65歳未満の人は、申請により任
意加入制度を利用できます。加入申請した日から資格を取得します。
※�既に出国予定以後の保険料を納付している人も、任意加入の手続
きをしないと資格を喪失します（保険料は後日還付されます）

任意加入について

●�高齢になったとき：老齢基礎年金
　�※受給要件を満たしたときに支給、納付済み期間に応じて増額
●�海外在住期間中に死亡したとき：遺族年金
　�※受給条件を満たした場合
●�海外在住期間中に病気やけがで障害が残ったとき：障害年金
　�※受給条件を満たした場合

任意加入により受給できる年金

①国内にいる親族などの協力者が本人の代わりに納める
②日本国内に開設している預貯金口座からの引き落とし
③クレジットカードでの納付
※任意加入をしている人は、免除、納付猶予、学生納付特例制度
　の利用ができません。保険料を納めることが難しい場合は、任
　意加入をやめる手続きをしてください

任意加入時の保険料の納付方法【広報ＩＤ】1003600

　物価上昇や就業調整への対応のため、令和7年度税制改正により、特に「年収の壁」
に関する見直しが行われました。主な改正点と、その影響についてお知らせします。
【問】��市民税課市民税第二係・第三係☎613-8497、613-8498
【広報ＩＤ】1052657

①給与所得控除の最低保障額の引き上げ（最大10万円）
②扶養控除などの所得要件の引き上げ（10万円）
③大学生年代の子などに関する特別控除（特定親族特別控除）の創設
④基礎控除の引き上げ（所得税のみ最大47万円）

主な改正点

働き方の選択肢が拡大！
税の扶養・非課税の範囲が変わります

今年の収入から！

改正で、「年収の壁」はどうなるの？

各種保険や給付、手当、サービスなどへの影響につい
ては、それぞれの担当窓口にお問い合わせください。

例１　住民税は年収が106万5000円以下、所得税は年収が160万円以
　　　下であれば、課税されません。
例２　年収が123万円以下であれば、扶養控除などの対象になります。
例３　大学生年代の子などは、扶養要件を超えて働いた場合でも、年収
　　　188万円以下であれば、親などが控除を受けることができます。

海外に住むことになったら 帰国して日本に住む
ことになったら
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※本記事では、「年収」は給与収入
　の目安として記載しています


